


• コロナの影響もあり、一部は、在宅でも生産管理を行いたい

• お客様との打ち合わせの時に、見積もりの根拠資料が欲しい（設備に
余裕はあるのか。仕事は埋まっていないのか）

• 社長や営業が外部に行っていても、生産の状況がほぼリアルタイム
で掴みたい

• 案件ごとに進捗が分かるように管理したい

• 案件に必要な図面等の情報も一元で管理したい

＜前提＞
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＜どこでも生産管理を行うための方法＞
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受注生産（一
品もの）か？

生産管理シス
テム？

生産管理シス
テム？

・クラウド型の生産管理システムを検討す
る。（自社の業務に合っているのかの検討
は必要）→1

・自社の業務に合った生産管理システムが
パッケージ型（MRPのある生産管理）の場
合は、パッケージを導入し、
①LAN拡張を行う。（InternetVPN）→3

②PCと同一の操作にしたい。（リモートデス
クトップ）→２
・現在、EXCELやACCESSで作った仕組
みも利用している場合は、Office３６５を検
討→6

・すでにクラウド型の生産管理システムで
あればそのまま使用できる。
・現在のシステムがパッケージ型のシステ
ムの場合次の方法がある。
①パッケージ型のものにクラウド型の仕組
みがあればそちらに変換する。
②LAN拡張を行う。（InternetVPN）→3

③PCと同一の操作にしたい。（リモートデス
クトップ）→２
・現在、EXCELやACCESSで作った仕組
みを利用している場合は、Office３６５を検
討→6

・クラウド型の生産管理システムを検討す
る。（自社の業務に合っているのかの検討
は必要）→1

・クラウド型の案件管理もしくは受注管理シ
ステムを導入する。（CRM）→5

・独自に仕組みを作る必要がある場合は、
簡易システム構築ツールを活用する。→4

・工程管理や設備管理などの生産管理が
必要な場合は、受注生産型のパッケージを
導入し、
①LAN拡張を行う。（InternetVPN）→3

②PCを操作（リモートデスクトップ）→２
・現在、EXCEL等で作った仕組みも利用し
ている場合は、Office３６５を検討→6

繰り返し生産や見込み生産を
行うため、材料や部品の在庫
・購入管理を行いたい。
→MRP（資材書要領計画）
の機能のある生産管理シス
テム

効率的に使用
している

ないもしくはい
いものに変更
したい

受注生産で、一品受注や小リ
ット受注、加工のみのようなも
のが中心 →MRP（資材書要
領計画）は不要で、受注・納
期管理をしっかり行いたい。

ないもしくはい
いものに変更
したい



1. クラウド型の生産管理システムを導入する

2. パッケージ型の生産管理システムをクラウド環境で利用する

3. パッケージ型の生産管理システムをリモートアクセス（インターネット
VPN）やリモートデスクトップで利用する。

4. 簡易的な案件管理システムを構築して対応する。（個別生産型や個
別設計生産型の場合）

5. 受発注管理だけ管理したいのであればクラウド型のCRMシステムの
活用もある。

6. 生産管理システムはパッケージ型を利用しているが、詳細の管理は
EXCELで行っている。クラウド型のOffice365の利用で対応する

＜実現の方法＞
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• 注意点
– そのシステムは、本当にクラウド型で提供されるシステムか、それともパッケージでカスタ
マイズが多いシステムは、個別にクラウドのスペースを利用して、その会社専用のパッケ
ージにアクセスさせてクラウド型と行っている場合がある。

– クラウドの利点を最大限に活用するのなら、クラウド型が良い
• GEN（GEN株式会社）20000円/月＋4300円/月・ユーザ

• クラウド2Mfg（株式会社Cloud2works）

他にも多数存在します。

＜1.クラウド型生産管理システムの活用＞
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＜GEN＞
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（GENホームページより）



＜GEN PRODUCTS＞
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https://www.gen-square.com
（GENホームページより）

https://www.gen-square.com/


＜Cloud2MFG＞

7（Cloud2MFGホームページより）



• 注意点
– クラウド環境を自らAWS(アマゾン)などを契約して、そこでパッケージを
動かす方法。自分で環境を構築する必要があり、ハードルは高い。IT知
識があれば実現できる。ただし、セキュリティの確保等を自分で対応す
る必要がある。

– クラウド環境を提供しているものを購入する方法
• 生産管理システム777（ケンユウテクノ）クラウドは、日立システムズのDougubakoの
上で動かすことになる。

– 基本はパッケージをどこで動かすのかという選択肢となる。

＜2.パッケージ型生産管理システムのクラウド活用＞
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• 注意点
– リモートデスクトップを利用するのは、動きが遅くなり、ストレスを感じる
場合がある。WOLを使う方法もある。
• MagicConnect(1台あたり初期15000円、年額18000円、NTT系の会社)

• Microsoft Remote Desktop(Windows Pro以上のバージョンでは標準装備)

• Google Chrome リモートデスクトップ（無料）

• TeamViewer

– 他のソフトも利用するのならリモートデスクトップの選択となるが、生産
管理システムの利用のみで考えるとインターネットVPN接続がよい。
• Fortigate(UTM機能があり、高めのものが多い、10万円以上)（フォーティネット）

• PacketiX VPN(VPNソフトウェア、10万円程度で可能)（ソフトイーサ）

– パッケージ型の生産管理システムならなんでも対応できる。
• Tech-BK（株式会社テクノア）多品種少量生産

• Tech-S(株式会社テクノア)個別生産品

• 生産管理７７７（ケンユウテクノ）

• T-PiCS(ティーピクス研究所)

他にも多数存在します。

＜3.パッケージ型生産管理システムをリモートで利用＞
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＜3.パッケージ型生産管理システムをリモートで利用＞
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リモートデスクトップリモートアクセス（VPN） WEBアプリ

（神奈川県：中小企業のためのテレワーク導入ガイドより）



• 注意点
– パッケージだと不要な機能もあるため、割高になることがある。

– 簡単に管理するだけでよければ、データベース活用型のクラウド型簡易
システム構築ソフトがおすすめである。

– キントーン（サイボウズ 株式会社）

– Filemakerクラウド（Claris）1950円/ユーザ・月

他にもありますが、この2つが選択肢として有力。

＜４.簡易型システム構築＞
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＜キントーン＞

12

https://kintone-sol.cybozu.co.jp/apps/seizougyosagyoukousukanri.html
（kintoneホームページより）

https://kintone-sol.cybozu.co.jp/apps/seizougyosagyoukousukanri.html


＜キントーン＞
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（kintoneホームページより）



＜キントーン＞

14@2020 ECO経営企画室

（kintoneホームページより）



＜FileMaker＞
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https://smilekao.com/news/1099

（「すまいる顔」ホームページより）

https://smilekao.com/news/1099


• 注意点
– 案件管理・受発注管理だけであれば、CRMソフトの活用が考えられる。

– 安い製品では、

• ZohoCRM

など多数存在します。

＜5.クラウドCRMソフトの活用＞
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https://www.zoho.com/jp/crm/customers/standard-testpiece.html

（ZohoCRMホームページの事例より）

https://www.zoho.com/jp/crm/customers/standard-testpiece.html


• 注意点
– 製造業の場合、設備の管理を行うのに、生産管理システムから必要な情報をダウンロード
させて、EXCELで管理している場合も多い。また、生産管理システムを使っているものの、
必要な情報をダウンロードさせてEXCELで詳細管理を行なっている場合も多い。この場合
は、クラウド型のOfficeを活用することにより、EXCELをどこでもアクセスできるようにする
ことで、在宅勤務等を可能とする場合もある。

– クラウドの利点を最大限に活用するのなら、クラウド型のOffice パッケ
ージが良い
• Office365（マイクロソフト）

• G Suite（グーグル）

他にもありますが、このどちらかでしょう。

＜6.クラウド型Officeパッケージの活用＞
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• 取引先・協力企業対応
– まず、図面の電子化が必要となる。２D CAD、3D CADデータ。

– 取引先、協力企業との打ち合わせは、オンラインでのやり取りとして、
WEB会議の仕組みを使う。（Zoom、Teams、Meet、Webex）

– 取引先や協力企業と密接な進捗情報の共有等が必要な場合は、チャッ
トツールを使う。(Slack、Chatworkなど)

– 現地で据付工事等を行う製造業の場合は、現地の状況を逐次報告でき
るようにする。（365°カメラの活用、チャットツール、SNSの活用、）

– 営業のメンバー等は、モバイルワークができるようにモバイルPCやタブ
レットなどを活用する。（生産管理システムの内容を確認する）

（参考）＜その他の場面でのテレワークの活用＞

18



• 社内における対応
– スケジュール管理、プロジェクト管理、設備管理を単独で管理するのな
ら、グループウェアソフトの活用もある。チャットツールも活用。
• サイボウズ

• desknet’s NEO

など

– 経理業務などのスタッフ業務は、クラウドのパッケージを利用すれば、対
応できる。通常のパッケージの場合は、リモートデスクトップなどを利用
する。

– 品質管理業務は、データさえとれてしまえば、その分析及び報告は、テ
レワークでも可能。データをやり取りするのに、クラウドのファイルサー
バーソフトを活用する。（Dropboxなど）

– 設計業務は、打ち合わせ等もオンラインで可能なので、設計環境さえ、
テレワーク側でできれば、在宅勤務は可能。もちろん、細かな調整は、
面談で行うこともある。（実施しているところは、CADソフトが導入されて
いる端末を家に持ち帰って業務を行い、必ず１名は交代で出社すること
で対応を行なっていた。）

（参考）＜その他の場面でのテレワークの活用＞
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